
92年の歴史を誇る安田学園は、幼稚園から

大学院までを備える女子教育の総合学園。創

立以来、「柔（やさ）しく、剛（つよ）く」を

建学理念として、女性の特性を生かす実学に

力を注ぎながら、社会で強くし

なやかに生きていける女性を育

成してきた。

現在、薬学部を含め４学部と

なった安田女子大学。周辺には

緑豊かな自然が残っている一方

で、最寄り駅から市内中心部ま

で電車で20分という立地の良さ

も学生の魅力になっている。キ

ャンパスには芝生が一面に敷き

詰められ、その中に女子大学ら

しいスタイリッシュな建物が点

在している。大学関係者を問わ

ず、大学に足を踏み入れると、

学生があいさつしてくるのも人

間教育の現れだろう。教員から

率直に、「大学の雰囲気が非常

にいい」という感想も聞かれる

ぐらいだ。

薬学部でも、建学の精神を基

本に「柔・剛」併せ持つ人間と

して、品格を持った女性薬剤師

の養成を目指す。臨床に関する

実践的な能力を培うことを中心

に、高度専門職業人養成として

薬剤師養成に特化した教育を行

う。

医師でもあり薬学部長の瀬山敏雄氏は、

「ただ薬剤師の養成だけで満足してはいけな

いと思っている。専門教育では、ややもする

と専門の特殊性が強調されるあまりに、人と

しての広さや深さに関わる教養がなおざりに

される傾向がある」として、安田学園が培っ

てきた人間教育を重視したいと強調する。

現在の１年生が４年生になるころには、37

人の専任教員（助手含む52人）が揃う。その

中には10人の医学博士も予定されている。そ

ういった教員陣の知識や経験を生かした臨床

科目も充実させ

る方針だ。ただ

瀬山氏は、「い

きなり臨床の話

題に飛躍してし

まうのではな

く、臨床薬学に

ステップアップ

していくには、

基礎を積み上げていくことが必要」とし、基

礎学問や基礎薬学も手抜きをしない方針だ。

学生に対しては、「分かるまで教える、で

きるまで行う」を基本にして指導に当たる。

具体的にはチューター制度で専任教員が日常

的に学生の相談に乗りながら、教養や科学の

統合的な教育も進める。

一方、医療薬学の充実、特に薬の働きを理

解するには人体の構造や機能、疾病の理解が

不可欠。それらの理解を強化させる科目も組

み込んだ。さらに薬学の多面的・総合的な理

解も重視しており、５年次以降のアドバンス

ト科目では、医学関係を含め多様な科目を開

講する考えだ。
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大講座制を敷く研究組織は、４つの講座の

下、14の専門研究室を配置。薬学部棟地下の

共同研究室にはNMR（600MHz）、質量分析

計（MALDI TOF/TOF MS）などハード面

も整備され、今後は教員間の共同研究も進め

ていく考えだ。

４年前に竣工した家政学部棟と完全に一体

化する形で、昨年９月に薬学部棟（地下１階、

地上７階）が竣工した。外部や内部空間はデ

ザイン性も重視している。建物を特徴づける

メインとサブの２つのアトリウムには、一部

トップライトを採用、太陽光が降り注ぐ自然

の恩恵も活用。屋上には芝生広場を設け、憩

いのスペースとしても活用している。

地下１階は共同研究センターや動

物飼育実験施設のほか、女子大らし

くロッカールームに併設したシャワ

ールームなども設置。１階は200人

を収容できる講義室を４室設けてい

る。２階から上階はアトリウムを挟

んで南側は実習室、北側は専門研究

室を配置した。２階には模擬薬局や

クリーンルーム、TDM実習室、DI

室、ベットサイドでの服薬指導を学

べる部屋など医療薬学系、３階から

５階には基礎系の実習室を配置し

た。学生の憩いの場や自習室にも活

用できるワークルームを設けている

のも特徴だ。

瀬山薬学部長

心地よい日差しが差し込む南側に面した模擬薬局

既存の家政学部棟に連結して建てられた薬学部棟（右側）


